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非傷害脳内でみられる chain migration に、接着因子であるβ1 integrin が関与していることが報
告されている。一方、β1 integrin のリガンドとなる細胞外マトリックス蛋白の laminin は、血
管基底膜の主要構成因子である。よって梗塞巣へ移動する新生ニューロンの chain migration や
血管に沿った移動を、laminin-β1 integrin シグナルが制御している可能性が考えられた。そこ
で、β1 integrin 遺伝子ノックアウトマウスを用いて脳梗塞モデルを作製し、この仮説を検証し

































ると chain を形成した。laminin コートしていない培養皿と比較して、laminin コートされ
た培養皿底面により安定して接着し、高速度で移動した。β1 integrin 遺伝子ノックアウト
マウス由来の新生ニューロンでは、これらの変化はみられなかった。よって、新生ニューロ

















る chain migration に、接着分子受容体であるβ1 integrin が関与するとの報告があり、そのリガンドと
なる細胞外基質の laminin は、血管基底膜の主要構成因子である。これらの知見から、梗塞巣へ移動する
新生ニューロンの chain migration や血管に沿った移動を、laminin-β1 integrin が制御している可能性
を考え、検証した。【実験方法と結果】１）新生ニューロン特異的β1 integrin 遺伝子ノックアウトマウ
スの中大脳動脈を、50～60 分間にわたって閉塞し脳梗塞モデルを作製し、免疫組織化学染色法および、
Time-lapse imaging 法による解析を行った。ノックアウトマウスでは、新生ニューロンの chain 形成が障
害され、血管に沿って移動する細胞の移動速度が低下した。これはβ1 integrin が chain migration や、
血管に沿った細胞移動に必要であることを示唆している。２）生体内で自己重合するペプチドと laminin
の混合物を脳梗塞惹起後の線条体内に注入し、8 日後に免疫組織化学染色法にて解析した。脳室下帯から




生ニューロンはβ1 integrin、および laminin 依存的に培養皿底面へ安定して接着し、chain 様の構造を
形成し、移動速度は増大した。これは新生ニューロンが laminin-β1 integrin シグナルにより足場に接
着し効率よく移動することを示している。【考察】本研究により、脳梗塞後の脳内における新生ニューロ
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